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　高齢者の権利や生活を守り、

「困った」を解決することを目的

に、知恵満載の講演会と各方面

の専門家が集まり、困りごとを一

緒に考える相談会を開催します。

今回は、10 時 30 分から講演会と

相談会が同時に開始されます。

①高齢者権利擁護講習会
日時　２月３日（日）
　　　�午前10時 30分～11時 30分

（午前10時受付開始）

場所　�区役所４階会議室
対象　�高齢者の方や、高齢者の

介護や支援をする方々

演題　�「認知症を学び地域で支えよう」
講師　�荒

あら

牧
まき

敦
あつ

子
こ

氏（認知症の人と

家族の会　京都府支部代表）

※なお、本講演会は「認知症あ

んしんサポーター講座」を兼ね

ています。参加者の方には、サ

ポーターの証「オレンジリング」

をお渡しします。

定員　80 名　費用　無料　
申込み　不要
②高齢者なんでも相談会
　相談会では、弁護士・司法書

士・行政書士などの法律分野、社

会福祉士・介護福祉士などの福祉

高齢者権利擁護講演会＆
高齢者なんでも相談会を開催します！

　

平

成

７

年

（
１
９
９
５
年
）

１
月
17
日
に
発

生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
延
べ

137
万
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
全
国
か
ら
駆
け
付
け

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
い

う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
12
月
に
、
災
害

時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
及
び
自
主
的
な
防
災
活

動
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
災
害
へ
の
備

え
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１
月

17
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
15
日
か

ら
21
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
週
間
」
と
す
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　

そ
こ
で
今
月
は
、
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
Ｑ

＆
Ａ
で
す
。

Ｑ�

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

と
は
？

Ａ�

自
主
的
な
意
思
に
基
づ
く
自

主
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
行
政
や
防
災
機
関
等
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
災
害

時
の
被
災
者
の
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
迅
速
で
き
め

細
や
か
な
活
動
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ
具
体
的
な
活
動
内
容
は
？

Ａ�

被
災
者
の
生
命
の
救
出
・

救
護
、
生
活
の
維
持
・
再

建
の
支
援
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
、
時
期
に

よ
り
次
の
３
期
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

①
災
害
発
生
直
後

・�

救
出
・
救
護
、
消
火
活
動
等

の
後
方
支
援

・�

被
災
住
民
の
安
否
確
認
、
避

難
状
況
の
把
握

・�

災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢
の

方
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
乳

幼
児
、
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

等
）
へ
の
支
援

・�

水
、
食
料
の
確
保
（
非
常
食

の
配
送
・
分
配
、
炊
き
出
し

準
備
、
食
材
の
確
保
）

・
避
難
所
の
開
設
準
備
支
援

・�

情
報
の
収
集
・
伝
達
（
ニ
ー

ズ
の
把
握
）
な
ど

②
生
活
支
援
時
期

・�

避
難
場
所
の
運
営
支
援
（
水

汲
み
、
炊
き
出
し
な
ど
）

・�

被
災
住
民
の
安
否
確
認
、
避

難
状
況
の
把
握

・
水
・
食
料
等
の
配
付

・
救
援
物
資
の
仕
分
け
・
配
付

・�

災
害
時
要
援
護
者
の
生
活
支

援
（
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

・
情
報
の
収
集
・
伝
達

・
在
宅
被
災
者
へ
の
支
援

・
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
手
伝
い

・�

被
災
者
の
生
活
相
談
、
メ
ン

タ
ル
・
ケ
ア�

な
ど

③
復
興
期

・
日
常
生
活
支
援

・
話
し
相
手

・
引
越
し
の
手
伝
い

・
移
送
サ
ー
ビ
ス

・
生
活
環
境
の
美
化�

な
ど

　

発
生
か
ら
も
う
す
ぐ
２
年

を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災
、

現
在
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

下
京
消
防
署

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

けすぞう君からのQ&A 防災とボランティア
　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
で
は
、

高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
が

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

『
生
活
支
援
員
』
が
家
賃
・
公
共

料
金
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

な
ど
の
銀
行
払
戻
し
と
支
払
い
を

行
っ
た
り
、
日
常
の
困
り
ご
と
を

受
け
と
め
る
等
の
援
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。『
生
活
支
援
員
』
は
、

月
1
回
～
週
1
回
（
1
時
間
半
程

度
）
の
活
動
を
行
い
ま
す
。
下
京

区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の

事
業
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
が

増
え
て
き
て
い
る
た
め
、『
生
活

　

12
月
６
日
、
菊
浜
学
区
内
の
正
面

児
童
公
園
と
六
軒
橋
で
、「
花
回
廊
づ

く
り
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
学
区

の
皆
様
が
草
花
を
植
え
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
飾
り
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
高
瀬
川
を
中
心
に
美
化

活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
菊
浜

学
区
で
は
、
今
年
も
「
川
筋
・
花
筋

　

や
す
ら
ぎ
の
町　

菊
浜
」
を
合
言

葉
に
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

菊
浜
連
合
会
の
岡
本
会
長
は
、「
花

回
廊
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、
菊
浜
学

区
を
花
い
っ
ぱ
い
の
美
し
い
町
に
し

た
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

支
援
員
』
に
な
る
研
修
を
希
望
す

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
内
容
、
資
格
要
件
、
お

申
し
込
み
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
地

域
の
な
か
の
支
え
合
い
に
よ
り
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
あ
な
た
の
お
手
伝
い
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
！

募
集
期
間

　

２
月
５
日
（
火
）
ま
で

研�

修
日
・
時
間

　

２
月
14
日
、
21
日
、
28
日

　

（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）
午
後
３

　

時
間
程
度

※
１　

�

開
始
時
間
は
未
定
の
た
め
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
２　

�

全
日
程
の
研
修
受
講
後
、

生
活
支
援
員
と
し
て
登
録

し
、
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

��

（
☎
361
・
１
８
８
１
）

『生活支援員』
を募集

第２回

下京区「区民が主役のまちづくり」サポート事業

　中学生の「いじめ」に対する意識について

検討する「京都市中学校生徒会サミット」が

８月29日、京都市立中学校の各支部の代表生

徒17名が集まって開催され、下京区と南区の

代表として、七条中学校で10月まで生徒会役

員を務めた生徒会会長の豊
とよ

田
だ

達
たつ

哉
や

さんと副会

長の林
はやし

瑞
みず

穂
ほ

さんが出席しました。

　２人は緊張しながらもサミットに出席しま

したが、生徒会の顧問を務める月
つき

城
しろ

先生の指

導のもと、七条中学校での全校合唱の取り組みや、意見をまとめて発表し、

「いじめは『許さない』ではなく、『許されない』ことという意識を持つ大

切さ」や「他支部との意見交換などを行い、新たな意見などが出され勉強

になった。今後もこのような意見交換をしていかなければいけない。」と感

じたサミットだったと感想を話してくれました。

　サミットでは、「いじめ」や「命の大切さ」について「京都市子どもの規

範意識を育むプロジェクトチーム」（教育長・ＰＴＡ・市民団体・警察・校

長会・教育委員会の代表等で構成）とも協議を行い、23年度の８項目の宣

言に「いじめはしない！させない！許されない！」という

１項目を加えて９項目のメッセージを宣言して、発信しま

した。

　出席した豊田さんは野球部で鍛えた身体と生徒会長と

して学んだ気持ちを大切に、将来は警察官や消防士など

人を助ける仕事に就きたいそうです。また、副会長とし

てしっかりと豊田さんを助けてきた林さんは、やさしく

見守る気持ちを持って、幼稚園や小学校の先生になりた

いと話してくれました。地域の中学生たちの気持ちと学

校生活を地域全体で見守っていきましょう。

　昨年10月にスタートした「下
京地域力アップ応援事業」の
モデル学区である尚徳学区で
は、自治会や地域活動への加
入のきっかけとなるよう、夏
祭りや体育祭等の地域行事へ
の、多くの方の参加を広く呼
びかけています。
　昨年12月９日に尚徳諏訪神
社で餅つき大会があり、楊梅
幼稚園の園児たちをはじめ、
地元小学生や、お年寄りの方々
が多く訪れ、つきたてのお餅
をほおばりながら交流を深め

ました。
　尚徳自治連合会の大

おお

岩
いわ

会長
は、「このような行事に一人で
も多く気軽に参加いただき、マ
ンション等に住んでいる方な
ど、地域のだれもが顔見知りに
なっていただきたい。また、地
域活動にも協力いただきた
い。」と話しておられました。
　下京区では、安心して暮ら
せるまちづくりを目指し、地
域の自主的な取り組みを支援
して参ります。

京都市中学校生徒会サミット宣言
（８．29宣言）

いじめは、しない！させない！許されない！

　七条第三学区広報委員会では、

小学生、中学生も交えて地域のお

年寄りやパソコン操作の苦手な人

たちに集まってもらい、パソコン

の操作方法をみんなで学ぶととも

に、ホームページ制作もより多く

の皆様にかかわっていただけるよ

うに知恵を出しています。日頃、

交流のない年代層の人たちが集ま

ることで、少しずつではあります

が地域の絆が強くなっていくこと

を感じています。

 

七
条
第
三
学
区

「
絆
づ
く
り
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

 

パ
ソ
コ
ン
講
習
」

下京地域力アップ応援事業～尚徳学区～

上
手
に

つ
け
た
か
な
？

高
瀬
川
と
ま
ち
を
も
っ
と
美
し
く
華
や
か
に

～
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
設
置
～

日時　１月27日（日）
場所　�ひと・まち交流館�京都３階

第５会議室

費用　300円
講�演①午後１時20分～２時
　�「�散髪屋さんなんで街の角？� �

だれも知らない隠された謎」
講�師　京都産業大学日本文化研究所
上席特別客員研究員　山

やま

田
だ

正
しょう

太
た

郎
ろう

氏

講演②午後２時10分～３時20分
　�「下京の町名由来と、それに関係

する歴史的人物とまちづくり」

講�師　京都地名研究会常任理事・修
徳自治連合会顧問　小

こ

西
にし

宏
ひろ

之
ゆき

氏

申込み　予約制（当日参加可）
問　フットクリエイト
（☎365-3748）（FAX365-3751）�

（Email�1192@footcreate.com）

つ
き
た
て
の
お
餅
は

美
味
し
い
ね

下京・町衆倶楽部
京都歴史・文化探訪の会
おもしろ歴史・文化学

分野、医師・看護師などの医療分野

などの多職種が一堂に会して相談者

となり、様々な相談に応じます。

時間　�午前 10 時 30 分～午後４時
（午前 10 時受付開始、午後

３時受付終了）

定員　時間内・先着順
問�「下京・高齢者権利擁護支援ネッ
トワーク」事務局�京都市島原地

域包括支援センター� �

（☎351-4850�FAX351-4820）


